






































































































































































































































































































注。本事例における注目すべき心的イメージとは何   別性 と「いま、ここ」性があるものと捉え
か? と問われれば、第一にこの学習者が描い   てお り、一事例 として考察 されるものだと
た絵であり、これを契機に教室において変わって   考えている。
いった「観察されたもの」である6。
参考文献
5 課題                   中村和夫 (2004)『ヴイゴーツキー′亡、理学 完全読
本』新読書社
本稿では視覚心的イメージについてのみの考察  中村和夫 (2004)『ヴイゴーツキーに学ぶ子どもの
となったが、聴覚心的イメージや触覚心的イメージ    想像と人格の発達』福村出版
など、心的イメージは多様で個別性が高いと思われ  ヴイゴツキー (2001)『思考と言語』新読書社
る。理解を深めていきたい。             麻実ゆう子 (2010)『教育実践とヴイゴツキー理論』
教育的には、中村和夫の発達論や大村はまの教育    一光社
実践に更に学び、質的研究としての実践研究を行  大村はま・苅谷夏子・苅谷剛彦 (2003)『教えるこ
なっていきたい。                    との復権』 筑摩書房
大村はま・波多野完治 (2004)『22年目の返信』月ヽ
学館
1.月本洋 (人工知能)は、認知発達研究の領  大村はま白寿記念委員会編 (2004)『かけがえなき
域で、イメージを表象と命名することにつ    この教室に集う』小学館
いて「ある過誤をガ巳している」と延べ、イ  苅谷夏子 (2010)『評伝 大村はま』月ヽ学館
メージはいつも記号表現 (能記)(symbol  西口光一 (2009)「接触場面における複言語話者の
representation)というわけではなく、記号    心理と発話」『大阪大学留学生センター研究論
内容 (所記)(symbol content)になること    集 多文化社会と留学生交流』13,1‐4
もあると主張している。(月本洋 2010『′亡ヽの  S.M.コスリン、W.L.トンプソン、G.ガニス (2009)
発生 認知発達の神経科学理論』(ナカニシ   『心的イメージとは何か』Jヒ大路書房
ア出版)47ページ)            Kosslyn,S.M&Thompson,W.L.&Ganis,G。(2006)
2.「はじめに」で述べた概念的思考の発達と関    “The case for Mental lmagery"Oxford
わるものとしてみている。            University Press
3.例えば、ある視聴覚教材を学習者に見せた
際に、「もっと見たい」などの意欲的な反応
が観察される場合、その視聴覚教材に対 し
て、本稿で言う活性化が学習者の内面に生
じていると解釈される。視聴覚教材ならで
はの活性化について注目させられる。
4.教育的には、文字の学習を通 して文字が無
意識化 し、内容中心の読解ができるように
なることが教育目標になる。
5。文字の認知は、「はじめに」に述べた概念的
思考と何 らかの関係性があると解釈 してい
る。
6.心的イメージは感情を伴 うものであ り、個
―-59-―
